


木村　章生さん（60）
無 現 （農業／大江）

木
無

281票
当選２回

き むら あき お

上村智恵子さん（71）上

172票
共 現 （無職／北町）当選９回

しま だ しげる

野崎　明廣さん（70）
無 現 （農業／銀山）当選４回

226票

甲田　貴也さん（38）
（農業／北町）無 新

こう た たか や

84票

穂積　豊仁さん（46）
（会社員／大江）無 新

ほ づみ とよひと

66票

嶋田　　茂さん（65）
し

嶋
無 現 （農業／東町）当選４回

よこぜき かず お

178票

山内　健生さん（36）

128票
無 新 （青果卸売／北町）初当選

うえむら

やま たけうち

ち え こ

お

宮本　幹夫さん（73）宮

176票
無 （農業／尾根内）当選４回

みやもと みき お

現

横関　一雄さん（69）
無 （会社役員／南町）当選６回

の ざき あきひろ

228票
現

前田　春奈さん（30）前
（会社員／北町）無 初当選

まえ だ はる な

180票
新

佐藤　秀教さん（73）佐

170票
無 （無職／北町）当選３回

さ とう ひでのり

現

山
無

や

今
回
の
議
員
選
挙
に
は
、
定
数

９
人
に
11
人
が
立
候
補
し
、
記
録

的
な
猛
暑
が
続
い
た
５
日
間
、
各

候
補
が
有
権
者
に
仁
木
町
政
へ
の

熱
い
思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

　

投
票
は
７
月
30
日
、
町
内
各
投

票
所
で
行
わ
れ
た
の
ち
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
即
日
開
票
さ
れ
、
現
職

７
人
、
新
人
２
人
、
計
９
人
の
新

議
員
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま
し

た
。翌

31
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、

新
議
員
へ
の
当
選
証
書
付
与
式
が

行
わ
れ
、
芳
岡
廣
仁
木
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
新
議
員
へ
当
選
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
上
で
芳
岡
委
員
長
は
、「
町

民
の
代
表
と
し
て
、
自
治
体
の
最

終
意
思
決
定
に
あ
ず
か
る
議
会
の

役
割
と
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、

一
層
の
研
鑽
と
精
進
に
努
力
し
、

町
民
の
負
託
に
応
え
て
く
だ
さ

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
に
お
け
る
有
権
者

数
、
投
票
者
数
の
内
訳
な
ど
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　

７
月
30
日
執
行
、
町
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
者
の
、

選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

公
職
選
挙
法
第
１
９
２
条
第
１
項
に
よ
り
、
そ
の
要

旨
を
公
表
し
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
運
動
費
用
を
『
法
定
費

用
制
限
額
」
を
設
け
る
こ
と
で
、
一
定
の
金
額
に
制

限
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
に
お
け
る
法
定
費
用

制
限
額
は
１
２
３
万
２
０
０
円
で
あ
り
、
立
候
補
者

全
員
、
当
該
額
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
報
告
し
ま

す
。

　

各
候
補
の
収
支
額
に
つ
い
て
は
選
挙
運
動
費
用
収

支
報
告
書
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
報
告
書
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
法
の
規
定
に
よ
り
閲
覧
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
は
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
へ
閲
覧
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

仁
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

３
２‒

２
５
１
１

　

８
月
10
日
、
新
議
員
に
よ
る
初
の
町
議
会
と
な

る
令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
に

横
関
一
雄
議
員
、
副
議
長
に
嶋
田
茂
議
員
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
議
会
に
お
い
て
各
委
員
会
正
副
委
員

長
も
決
定
さ
れ
、
各
委
員
会
の
構
成
は
左
記
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

●
議　

長
／
横
関　

一
雄

●
副
議
長
／
嶋
田　
　

茂

●
総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
・
委
員
長
／
野
崎　

明
廣

　
・
副
委
員
長
／
山
内　

健
生

　
・
委　
　

員
／
前
田　

春
奈
・
木
村　

章
生

佐
藤　

秀
教
・
宮
本　

幹
夫

上
村
智
恵
子
・
嶋
田　
　

茂

●
議
会
運
営
委
員
会

　
・
委
員
長
／
木
村　

章
生

　
・
副
委
員
長
／
前
田　

春
奈

　
・
委　
　

員
／
野
崎　

明
廣
・
宮
本　

幹
夫

上
村
智
恵
子

●
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
・
委
員
長
／
上
村
智
恵
子

　
・
副
委
員
長
／
山
内　

健
生

　
・
委　
　

員
／
前
田　

春
奈
・
木
村　

章
生

佐
藤　

秀
教
・
野
崎　

明
廣

宮
本　

幹
夫
・
嶋
田　
　

茂

●
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
・
委
員
長
／
嶋
田　
　

茂

　
・
副
委
員
長
／
佐
藤　

秀
教

　
・
委　
　

員
／
前
田　

春
奈
・
山
内　

健
生

木
村　

章
生
・
野
崎　

明
廣

宮
本　

幹
夫
・
上
村
智
恵
子

仁
木
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

く、明るい選挙を象徴する「白いバラの徽
章」を胸に、５日間の選挙戦を勝ち抜いた
９人の新仁木町議会議員。

　当選証書付与式で佐藤町長は、「私も皆さまと同様、
町民の代表であります。地域住民の安寧な生活確保と、
産業の振興発展のため、議会と行政が胸襟を開き、議
論を重ねていける行政運営をしてまいります」と、お
祝いを述べました。
　今回の特集では、７月 30 日に投開票が行われた、
仁木町議会議員選挙の詳細についてご報告します。

清

仁木町議会議員選挙特集定数９を上回る 11 人の候補者で争われた今回の選挙戦。各当選者の得票数などは以下のとおりです。

●選挙運動費用収支報告書

今　

回

前　

回
Ｒ01.８.４

Ｒ05.７.30
男
女
計
男
女
計

1,266
1,343
2,609
1,349
1,463
2,812

601
591

728
740

11
44

12
39

314
354

300
359

73.14
73.64
73.40
77.09
77.79
77.45

1,915

2,178

立候補者

甲田　貴也
木村　章生
穂積　豊仁
野崎　明廣
前田　春奈
嶋田　　茂
横関　一雄
佐藤　秀教
宮本　幹夫
上村智恵子
山内　健生

出納責任者

甲田　貴也
青木　正好
穂積　豊仁
菊地　    誠
前田　将克
小林　信幸
藤原　　聡
深澤　理紗
吉川　秀則
宮川　章夫
山内　健生

収入額（円）

42,212
195,909
172,274
410,880
491,570
759,520
220,437
50,000
257,831
163,701
138,591

支出額（円） 内公費負担額（円）

72,162
257,509
172,274
410,880
757,800
759,520
359,037
112,260
257,831
262,041
276,359

29,950
61,600

0
0

266,230
0

138,600
62,260

0
98,340
137,768

立候補届出順／８月25日現在

問Ｔ

町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
研
鑽
と
努
力
を

実施年月日
性　

別
選挙当日の
有権者数A

投票率
B／A当 日 投 票

投 票 者 数B

不在者投票 期日前投票

あんねい

きょうきん

3 令和５年９月 2令和５年９月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板



5 令和５年９月 4令和５年９月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板果

実
と
や
す
ら
ぎ
の
里
大
使

井
口
資
仁
さ
ん
来
町

　

８
月
３
日
、
仁
木
町
果
実
と
や
す
ら
ぎ

の
里
大
使
で
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
井
口

資
仁
さ
ん
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
口
さ
ん
は
、
始
め
に
役
場
を
表
敬
訪

問
し
、
岩
井
教
育
長
と
懇
談
さ
れ
た
後
、

ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア
公
園
野
球
場
で
、
毎

年
恒
例
の
野
球
教
室
を
開
催
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
へ
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

仁
木
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
木
村
彩

葉
さ
ん
（
６
年
生
）
は
「
有
名
な
井
口
さ

ん
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
改
め
て
新
鮮
な

気
持
ち
で
野
球
が
で
き
ま
し
た
。
お
忙
し

い
中
、
私
た
ち
の
た
め
に
お
時
間
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」
と

笑
顔
で
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

バッティング指導を行う井口さん。身振り手振り
を交えながら、約１時間ご指導いただいた

夏祭りの様子。たくさんの人で賑わった

左から東野さん、野崎さん、吉田さん、
鹿野さん

ライダーに啓発グッズを渡す交通安全指
導員部長の中川さん

た
だ  

ひ
と

い
ろ

は

夏
の
風
物
詩
・
夏
祭
り

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

　

８
月
12
日
、
仁
木
駅
前
駐
車
場
に
て
、

仁
木
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
日
野
司
会
長
）

に
よ
る
夏
祭
り
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
露
店
が
出
店
さ
れ
た

ほ
か
、
子
ど
も
盆
踊
り
や
ビ
ン
ゴ
抽
選
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
打
ち

上
げ
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
来
場
さ
れ
た

方
々
は
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
夏
祭
り
を
楽

し
ん
で
い
た
様
子
で
し
た
。

　

会
長
の
日
野
さ
ん
は
「
昨
年
ま
で
は
コ

ロ
ナ
の
収
束
を
願
い
、
悪
疫
退
散
祈
願
の

花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
今
年
は
そ

の
願
い
が
叶
い
、
夏
祭
り
を
開
催
で
き
て

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
夏
祭
り
を
続

け
て
い
け
れ
ば
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

８
月
19
日
の
『
バ
イ
ク
の
日
』
に
合
わ
せ
、
前
々
日
の

17
日
に
仁
木
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
（
会
長
／
佐
藤
町

長
）
が
、
き
の
こ
王
国
仁
木
店
駐
車
場
で
交
通
安
全
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
余
市
警
察
署
職
員
も
参
加
し
、
仁
木
町
に
立

ち
寄
っ
た
バ
イ
ク
ラ
イ
ダ
ー
に
啓
発
グ
ッ
ズ
と
町
特
産
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
受
け
取
っ
た
バ
イ
ク
ラ
イ

ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
町
交
通
安
全
指
導
員
の
呼
び
か
け
に

笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

仁
木
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会

バ
イ
ク
の
日
に
合
わ
せ
て
交
通
安
全
啓
発

　

８
月
８
日
、
第
73
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
北

後
志
住
民
集
会
が
、
約
１
６
０
人
参
加
の
も
と
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

い
う
全
国
的
な
運
動
で
、
当
集
会
で
は
北
後
志
５
町
村
の

小
中
高
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
・
標
語
の
入
賞
作
品
の
表

彰
・
発
表
が
行
わ
れ
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
広

報
で
は
、
今
後
、
入
賞
し
た
作
文
・
標
語
を
紹
介
し
ま
す
。

　

８
月
12
日
、
旭
台
地
区
に
て
仁
木
町
ワ

イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
ワ
イ
リ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
実
行
委

員
会
）主
催
の
ワ
イ
ン
と
食
の
感
謝
祭「
ワ

イ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
２

０
２
３
」
が
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
同
地
区
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
や

飲
食
店
を
巡
り
な
が
ら
、
仁
木
町
産
ワ
イ

ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
、９
社
の
町
内
ワ
イ
ン
事
業
者
が
出
店
。

加
え
て
道
内
の
シ
ェ
フ
や
飲
食
店
と
タ
ッ

グ
を
組
み
、
各
ワ
イ
ン
に
合
わ
せ
て
開
発

さ
れ
た
ペ
ア
リ
ン
グ
フ
ー
ド
も
販
売
さ
れ

●
標
語
の
部

　
【
小
学
生
の
部
】

　

金
賞　

半
田　

遥
理
（
仁
木
小
学
校
５
年
）

　
【
中
学
生
の
部
】

　

金
賞　

野
崎　

蓮
香
（
銀
山
中
学
校
２
年
）

●
作
文
の
部　
　
　
　
　
　
　
　

  （
敬
称
略
）

　
【
小
学
生
の
部
】

　

金
賞　

東
野　

和
菜
（
仁
木
小
学
校
６
年
）

　

佳
作　

鹿
野　

風
花
（
銀
山
小
学
校
６
年
）

　

佳
作　

吉
田　
　

凜
（
銀
山
小
学
校
６
年
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

北
後
志
住
民
集
会
を
開
催

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
・
安
心
警
ら
隊

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
盗
難
防
止
パ
ト
を
実
施

　

７
月
28
日
と
８
月
24
日
に
、
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
・
安
心
警
ら
隊
（
中
川
博
喜
隊

長
）
が
余
市
警
察
署
と
協
力
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
盗
難
防

止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
隊
員
６
名
と
仁
木

駐
在
所
の
荒
川
所
長
、
銀
山
駐
在
所
の
長
谷
川
巡
査
部

長
の
計
８
名
で
午
後
５
時
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

　

隊
長
の
中
川
さ
ん
は
「
今
回
は
、
泥
棒
が
下
見
を
す

る
時
間
に
実
施
し
て
、
怪
し
い
車
が
い
な
い
か
確
認
し

ま
し
た
。
最
終
的
に
盗
難
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
を
祈
願

新
稲
穂
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
が
着
工

　

８
月
22
日
、
銀
山
地
区
に
お
い
て
一
般
国
道
５
号
仁

木
町
外
新
稲
穂
ト
ン
ネ
ル
Ｌ
側
仁
木
工
区
工
事
安
全
祈

願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
稲
穂
ト
ン
ネ
ル
は
、
余
市
Ⅰ
Ｃ
か
ら
延
長
と
な
る

一
般
国
道
５
号
の
自
動
車
専
用
道
路
、
倶
知
安
余
市
道

路
の
ト
ン
ネ
ル
で
全
長
は
約
3.8
㎞
（
う
ち
仁
木
町
側
約

1.7
㎞
）
と
な
り
ま
す
。

　

工
期
は
令
和
８
年
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、
安
全
祈

願
祭
に
代
理
出
席
し
た
林
副
町
長
は
「
本
町
は
ニ
セ
コ

圏
と
道
央
圏
と
の
中
間
地
点
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

可
能
性
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

安全祈願祭の様子出発前の様子。６台の車両で巡回した

は
る

り

か
ず

な

ふ
う

かり
ん

れ
ん

か

仁
木
町
産
ワ
イ
ン
と
食
の
祭
典

ワ
イ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
が
初
開
催

る
な
ど
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
２
０

０
名
の
舌
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
札
幌
市
在

住
の
志
賀
さ
ん
は「
景
色
も
素
晴
ら
し
く
、

ワ
イ
ン
も
料
理
も
美
味
し
か
っ
た
。
ま
た

参
加
し
た
い
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
イ
ベ

ン
ト
を
満
喫
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
が
伺
え

ま
し
た
。
ま
た
、
同
協
議
会
事
務
局
の
三

島
さ
ん
は
「
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

が
、
各
ワ
イ
ン
事
業
者
や
出
店
者
の
皆
さ

ん
な
ど
と
力
を
合
わ
せ
て
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ま
に

も
喜
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

事
業
者
と
参
加
者
が
一
体
と
な
っ
て
開
催

で
き
た
こ
と
に
大
変
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
爽
や

か
な
笑
顔
で
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

①
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
各
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
を
巡

る
参
加
者
②
ワ
イ
ン
と
料
理
を
買
い
求
め
る
参
加

者
。
旭
台
地
区
計
５
か
所
で
販
売
さ
れ
た

あ
く  

え
き



　

第
１
０
５
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
（
夏
の
甲

園
）
に
お
い
て
、
８
月
10
日
の
大
会
５
日
目
第
２
試
合
に
、

本
町
出
身
の
関
辰
之
助
さ
ん
が
、
北
海
高
校
の
７
番
サ
ー
ド

で
先
発
出
場
を
果
た
し
、
２
年
前
に
実
兄
の
虎
大
朗
さ
ん
が

本
町
出
身
と
し
て
は
30
年
ぶ
り
に
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た

快
挙
か
ら
、
僅
か
２
年
で
兄
弟
揃
っ
て
の
出
場
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。

　

試
合
は
、
１
回
戦
を
勝

利
し
、
続
く
２
回
戦
で
は
、

辰
之
助
さ
ん
が
サ
ヨ
ナ
ラ

ヒ
ッ
ト
を
打
つ
大
活
躍
を

見
せ
、
見
事
逆
転
勝
利
し

ま
し
た
。
17
日
に
行
わ
れ

た
３
回
戦
で
は
、
惜
し
く

も
鹿
児
島
県
代
表
の
神
村

学
園
に
４
対
10
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
２
０
１
６
年
以

来
の
16
強
進
出
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

辰
之
助
さ
ん
の
大
活
躍

に
、
町
内
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
出
場
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

7 令和５年９月 6令和５年９月

た
つ
の
す
け

●
第
37
回
小
樽
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
（
小
学

生
の
部
）
兼
第
42
回
北
海
道
小
学
生
大
会
小
樽
地
区
予
選
会

　

日
時
：
７
月
22
日

　

場
所
：
小
樽
市
総
合
体
育
館

　
【
２
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　

２　

位　

渡
部　

真
也
（
仁
小
２
年
）

　
【
４
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　

３　

位　

寺
口
日
優
虹
（
仁
小
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

  （
全
道
大
会
進
出
！
）

　
【
６
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　

優　

勝　

東
野　

和
菜
（
仁
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　

  （
全
道
大
会
進
出
！
）

　
【
４
年
生
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　

３　

位　

寺
口
優
美
虹
（
仁
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　

  （
全
道
大
会
進
出
！
）

　
　

※

パ
ー
ト
ナ
ー
は
町
外
選
手

　
【
４
年
生
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　

優　

勝　

藤
川　

瑛
人
（
仁
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　

  （
全
道
大
会
進
出
！
）

●
第
22
回
教
育
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

日
時
：
８
月
20
日

　

場
所
：
ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
【
男
子
の
部
】　

　

優　

勝　

門
脇　
　

護

　
【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

日
野　

悦
子

　

７
月
28
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
の
期
間

に
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
子
ど
も
体

験
塾
第
３
回
講
座
「
ど
ろ
ん
こ
教
室
」
は
、

「
仁
木
町
陶
芸
愛
好
会
」
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
作
陶
」、「
釉
薬
塗
り
」
等
の
工
程
を
経
て
、

作
品
の
引
渡
し
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
計
17
名
の
児
童
は
、
葉
っ
ぱ

の
模
様
が
入
っ
た
お
皿
、
自
ら
デ
ザ
イ
ン

し
た
模
様
の
カ
ッ
プ
等
、
色
と
り
ど
り
の

個
性
豊
か
な
陶
芸
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

次
回
は
、
９
月
16
日
に
「
も
の
づ
く
り

体
験
教
室
」
と
題
し
て
、
も
の
づ
く
り
マ

イ
ス
タ
ー
と
称
さ
れ
る
実
際
の
職
人
を
お

招
き
し
、
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
作

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●児童・生徒作品集

　８月28日に、第４回講座の「社会見学」を開催し、９名の
学生が参加のもと、北広島市にあるエスコンフィールド北海
道まで行ってきました。日本ハムファイターズが本拠地とす
る壮大な野球場のスタジアムツアーでは、普段は立入りが出
来ないグラウンドから選手と同じ目線でエスコンフィールド
を体感し、球場の見所は全てファイターズガールが解説して
くれました。球場内を隅々まで歩き回った学生からは、「歩
きすぎてとても疲れたけど、とても楽しく見学できた。また
訪れたい」と感想を述べていました。
　次回は、９月27日に「手芸を楽しむ」と題して、中村歩氏
を講師として招き、羊毛フェルトで作品を作る講座を予定し
ています。

仁
木
中
学
校  

２
年

澁
谷　

心
咲

文
化
祭
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

８
㎝
の
立
方
体
か
ら
の
造
形

　

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

ス
テ
ー
ジ
の
上
か
ら

光
が
降
り
注
ぐ
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
で
描
き

ま
し
た
。

「
文
」
の
は
ら
い
の
部

分
に
は
筆
を
置
き
、

「
祭
」
の
示
の
部
分
は

喋
っ
て
い
る
マ
イ
ク
の

よ
う
に
す
る
こ
と
で

自
分
の
文
化
祭
の
イ

メ
ー
ジ
を
表
現
し
ま

し
た
。

こ
こ
ろ

し
ぶ
や

銀
山
中
学
校  

３
年

三
浦　

凰
雅

お
う  

が

●
作
品
づ
く
り
の
構
想

　

立
方
体
を
切
り
取
っ
た

い
く
つ
か
の
直
方
体
を
ず

ら
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で

作
品
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。

●
苦
労
し
た
こ
と

　

直
方
体
の
位
置
を
い
ろ

い
ろ
ず
ら
し
た
め
し
た

が
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に

い
か
な
か
っ
た
。
立
体
を

作
る
の
に
、
切
っ
た
ら
だ

め
な
と
こ
ろ
を
切
っ
た
り

し
て
、
直
す
の
が
大
変

だ
っ
た
。

●
工
夫
し
た
こ
と

　

立
体
を
平
行
に
ず
ら
す

だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
と

違
っ
た
の
で
、
積
み
上
げ

た
り
回
転
さ
せ
た
り
し
て

作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

●
作
品
の
自
己
評
価

　

自
己
評
価
は
５
０
点
く

ら
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

周
り
の
人
た
ち
の
方
が
、

模
範
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
に

近
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　８月29日に仁木水泳プールの開設を終了しまし
た。今年は、銀山水泳プールを休止したことに伴い、
銀山地区からも多くの皆さまにご利用いただきま
した。また、各小学校の水泳授業、夏休み期間中
の利用もあり、元気な子ども達の楽しそうな声が
役場庁舎まで届いていました。
　開設日数は48日で述べ905人の方が訪れ、今年
も多くの皆さまにご利用いただき、ありがとうご
ざいました。

　元の生活に戻りたい
と人が言う時の「元」
とはいつの時点か―
―。40歳の植木職人・
坂井祐治は、あの災厄
の２年後に妻を病気で
喪い、仕事道具もさら
われ苦しい日々を過ご
す。地元の友人も、く
すぶった境遇には変わ
りない。誰もが何かを

失い、元の生活には決して戻らない。仙台在住の
書店員作家が描く、止むことのない渇きと痛み。
震災をリアルに描かれた作品です。是非手に取っ
てみてください。

仁木町民センター・図書室から、おすすめの
本をご紹介します。

42
No.

ひ   

ゆ   

り

え
い
と

か
ず
な

ま   

や

ゆ   

み   

り

●荒地の家族
　　佐藤　厚志　著

あれち

甲
子
園
で
躍
動
す
る
関
さ
ん

①
釉
薬
塗
り
の
様
子
。
真

剣
に
作
業
し
て
い
ま
し
た

②
完
成
し
た
お
皿

や す ら ぎ
大
学

仁 木 町

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板



町からのお知らせ

　仁木町が取り組んでいる各種事業・施策、国・北海道・
関係機関からのお知らせなど、暮らしに役立つ情報をご紹
介します。
　活用してみたい制度や、気になる情報がありましたら、
お気軽にお問い合わせ先までご連絡ください。

企画課未来創生係
☎32-3953

お 問 い 合 わ せ 先

　仁木町への定住促進を目的とした住宅新築・改修補助事業を、昨年度に引き続き今年度も実施しています。
　事業の実施に当たっては、着工前に所定の様式を提出する必要がありますので、今年度中に住宅新築又は住宅改
修を計画されている方は、お早めに企画課未来創生係まで事前相談をお願いします。
●対象者
　・移　住　者（申請する２年度前までに移住した世帯）
　・子育て世帯（中学生以下の子どもを扶養し同居している世帯）
　・若 年 世 帯（申請日現在で申請者が50歳以下又は配偶者が50歳以下の世帯）
●補助内容
　・定住促進新築住宅取得補助事業
　　補助額・・・住宅取得に要する費用が1,000万円以上のものに対し200万円
　　対　象・・・新築又は建売で住宅部分の床面積が50㎡以上であることなどの要件あり
　・定住促進住宅改修補助事業
　　補助額・・・改修に要する費用が500万円以上のものに対し100万円
　　対　象・・・改修工事後、住宅部分の床面積が50㎡以上であることなどの要件あり

仁木町定住促進新築住宅取得補助事業
及び住宅改修補助事業について

地域包括支援センター
☎32-3855

お 問 い 合 わ せ 先｢スッキリ運動教室（後期）」
参加者募集中 !!

　仁木町では、いくつになっても住み慣れた地域でいきいきと自立した生活を送っていただけるよう、今年度も冬
季のスッキリ運動教室（旧：短期集中予防サービス運動教室）を開催します！

●実 施 日　計10回　カレンダーの　　印が実施日です。

●実施場所 　仁木町民センター交流ホール
●講　　師 　健康運動指導士　 岸本和歌 氏
●留意事項 　動きやすい服装でご参加くださ
　　　　　 い。タオルや飲み物は各自ご用
　　　　　 意ください。送迎はありません。

スッキリ運動教室（後期）についてのお申込みなどは、地域包括支援センターまで

10月 11 月 12 月

１月 ２月 ３月

夏季の運動教室で行った運動を一緒に継続したいという方はぜひご参加ください！
６５歳以上の方であれば、どなたでも参加できます！
６５歳以下の方でも興味のある方はお気軽にお声かけください！

＊初めて参加する方は、第１部又は第２部の参加を
お願いします。（参加人数によって、時間を変更
していただく場合があります）参加人数が２０名
以上となった場合、６５歳以上の方を優先とさせ
ていただきますのでご了承ください。

●実施時間
第１部　午前９時30分から午前10時30分まで
第２部　午前10時45分から午前11時45分まで
第３部 午後１時30分から午後２時30分まで

日日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

日日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 1 2

日日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 3031

日日 月 火 水 木 金 土
31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3

日日 月 火 水 木 金 土
28 29 30 31 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 1 2

日日 月 火 水 木 金 土
25 26 27 28 29 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 3031
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　国の施策に基づき、妊娠期から出産・子育てまで一貫して子育て家庭に寄り添い、様々なニーズに即した支援に
つなぐ伴走型相談支援と経済的支援を一体として実施します。

福祉課おもいやり係・保健係
☎32-2514

お 問 い 合 わ せ 先出産・子育て応援給付金
事業のご案内

伴走型相談支援（福祉課保健係）

●問い合わせ
伴走型相談支援については福祉課保健係、経済的支援については福祉課おもいやり係まで

支援の流れ

経済的支援（福祉課おもいやり係）
●保健師との面談・アンケート
　実施のタイミング
　①妊娠届出時　　②妊娠７～８か月頃
　③乳児家庭全戸訪問等
●面談の対象者
　妊婦・産婦の方など

出産応援ギフト
妊婦の方１人につき５万円（産科医療機関等を受診していることが必要です）

①保健師との面談・ア
　ンケートの提出
　子育てガイド交付

②保健師との面談・ア
　ンケートの提出

出産届

●出産応援ギフト　　妊婦の方１人につき５万円
●子育て応援ギフト　お子さん１人につき５万円
●申請方法
申請書等を福祉課おもいやり係又は保健係に提出
※申請書等は伴走型相談支援における①・③の面談時にお渡
　　しします。

●支給方法　　　　　申請時に指定した口座へ振込

③保健師との面談・ア
　ンケートの提出

情報発信・相談

妊娠届・母子手帳交付

子育て応援ギフト
お子さん１人につき５万円



仁木町交通安全推進委員会
☎32-2511

今年度６５歳になられる皆さまへ
夜光反射材を活用した啓発資材を配布します

お 問 い 合 わ せ 先

　町交通安全推進委員会では、夜間における交通事故防止対策として、仁木町在住で今年度65歳になられる皆さまへ、夜
間の外出・散歩・ジョギングの際に活用できる夜光反射材を使用した啓発資材の配布を行っています。
ご希望の方は、住所及び生年月日を確認できる身分証明書を持参の上、当推進委員会事務局（仁木町役場総務課内）に
お越しください。
　なお、啓発資材は数に限りがございますので、ご希望に添えない場合があります。あらかじめご了承ください。
●対  象  者　　今年度65歳になられる仁木町の方（昭和33年４月～昭和34年３月生まれの方）
　　　　　　　 ※住所及び生年月日を確認できる身分証明書を持参の上、当推進委員会事務局（仁木町役場総務課内）
　　　　　　　  　までお越しください。
●啓発資材　　ベスト、フェイスタオル、マイバッグ、ナップサック、リストバンドのいずれか１つ

仁木町交通安全推進委員会
☎32-2511

地域全体で子どもたちを見守りましょう

　全国的に、幼い子どもたちが被害者となる痛ましい交
通事故の発生が後を絶たず、平成29年から令和３年まで
の５年間の死者・重傷者(小学生)は4,273人で、多くは登
下校中に起こっています。
　このような子どもの交通事故や加えて犯罪被害などを
減らすためには、地域全体で登下校中の子どもたちを見
守ることが効果的です。一人ひとりが無理なく、できる
範囲で実践することで、悲惨な事故が起きにくい環境を
創ることができます。
　地域全体で子どもたちを守るためにも、ご協力のほど
よろしくお願いします。

お 問 い 合 わ せ 先

　登下校時に合わせ
て外に出て花に水や
りをする、家の前で
掃き掃除をする、犬
の散歩をするなど、
時間と場所を工夫し
ながら見守ります。
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総務課広報交通係
☎32-2511

未来ある子どもたちを交通事故から守りましょう！
仁木町チャイルドシート購入補助事業

チャイルドシートは大切な命を守ります
　警察庁、JAFの調べによると、６歳未満の子どもの
チャイルドシート着用率は70％程度で、年齢が上がる
につれ着用率は下がる傾向にあります。
　チャイルドシート未着用で事故が起きると、子ども
は車内で強い衝撃を受けることはもちろん、場合に
よっては車外に飛び出してしまうなど大きな危険にさ
らされます。万が一のリスクを減らすためにも、必ず
チャイルドシートを使用しましょう。

チャイルドシート購入補助の申請方法
　補助金の申請をされる方は、次の書類を持参の上、
総務課窓口で申請してください。
１．チャイルドシート購入時の領収書やレシート
２．国土交通省認定形式指定マークが確認できるも
の（チャイルドシートの取扱説明書など）

３．助成金の交付を受けようとする方、チャイルド
シートを使用するお子さんの身分を証明するもの
（運転免許証、健康保険証、母子手帳など）
４．振込先金融機関の口座がわかるもの

お 問 い 合 わ せ 先

　町では、平成12年度から、６歳未満のお子さんをお持ちの保護者の皆さまに、チャイルドシート購入費の一部を補助す
る事業を行い、昨年度末までに213件の補助を行っています。地域の宝である子どもたちの命を守るため、チャイルド
シート購入費の一部（購入費の１／２、上限１万円）を補助しますので、お気軽にお問い合わせください。

　役場に来庁することが困難な高齢者や障害のある方
を対象に、職員がご自宅等に訪問し、顔写真撮影から
申請受付までを行う「出張申請サポート」を実施しま
す。申請したマイナンバーカードは後日ご本人に直接
お届けしますので、役場に出向くことなくマイナン
バーカードを取得できます。
●対象者
・窓口への来庁が困難な高齢者や障害のある方
・福祉施設等の団体（団体単位でお申込みください）
●実施期間
・平日10：00～16：00

住民環境課住民係
☎32-2513

お 問 い 合 わ せ 先マイナンバーカードの出張申請
サポートをはじめます

●準備していただくもの
・通知カード及び住基カード（お持ちの方のみ）
・本人確認書類（１点確認：運転免許証、パスポー
　ト、身体障害者手帳等　２点確認：健康保険証、
　介護保険証、医療受給者証、年金手帳、預金通帳
　等）
●申込み
　住民環境課住民係
　電話：３２－２５１３

10月16日㊊～22日㊐は「行政相談週間」です

●行政相談委員は、あなたと行政を結ぶパイプ役です
役所の仕事について困っていること、ご意見・ご要望等がありましたら、お気

軽に下記までご相談ください。
　　行政相談委員　新藤　昇さん　☎32-2313（東町9-44-2）
　　総務省行政相談センター「きくみみ函館」　☎0570-090110
なお、10月中に「特設行政相談所」を開設します。日程は以下のとおりです。

　・10月20日（金）10時00分～12時00分　銀山生活改善センター
　・10月20日（金）14時00分～16時00分　仁木町保健センター健康相談室

総務省行政相談窓口「きくみみ」
マスコットキャラクター「キクーン」

このような相談はありませんか？

道路がデコボコになっていて通行に支障がある
道路の案内標識がわかりにくい…

登記や年金について聞きたいことがある
どこの役所に相談したらいいの？



　なお、厚生労働省では労働施策総合推進法に基づく、外国人労働者の適正な雇用管理のための指針を定めていま
すので、ご確認の上、外国人を雇用する際は、ルールを守って適正に雇用するようお願いします。
　詳細につきましてはハローワーク余市までお問い合わせください。

北海道の苦情審査に関するホームページ
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/dsc/kujyou-mousitate.html

知っていますか？
道の「苦情審査委員」制度

【窓口】
■北海道総合政策部知事室道政相談センター
　〒060-8588　札幌市中央区北３条西６丁目
　TEL：011-204-5523（直通）
　FAX：011-241-8181
　メール：kujyou.kousei@pref.hokkaido.lg.jp
■各総合振興局（振興局）総務課

●「北海道苦情審査委員」制度とは、道の機関が行った業務に関する苦情を、皆さんに代わって、苦情審査委員が
公平で中立な立場から審査する制度です。

●皆さん自身の利害に関する苦情であれば苦情審査委員に申立てができます。
●各窓口では、申請書様式やリーフレットをご用意しています。
　また、北海道公式ホームページでは、申請書様式のほか申立方法等についても掲載しています。
●申立書は窓口へ持参するほか、郵送、ファックス、メールでも受け付けています。
●個人情報の保護にも十分配慮します。

お 問 い 合 わ せ 先

北海道総合政策部知事室道政相談センター
☎011-204-5523（直通）

苦情の申立て方法　北海道 検索

　風力発電は、風車の大型化や導入拡大など
によって、国際的に価格の低下が進んでいま
す。加えて経済波及効果も期待されているこ
とから、日本でも今後、拡大が期待されてい
るエネルギー源です。
2030 年の温室効果ガス 46％削減（2013

年度比）という目標に向けて、陸上風力で
17.9GW、洋上風力で 5.7GW という水準を目
指すこととしています。
　なお、再生可能エネルギーの導入拡大は、
安全面、防災面、景観や環境への影響等に対
する地域の懸念も踏まえ、地域との調和・共
生をはかりながら進めていく必要がありま
す。

再生可能エネルギーに関する方向性について、詳しく
ご紹介しています。詳細はこちらから。

＜もっと知りたい！エネルギー基本計画（再生可能エネルギー）＞

令和５年８月１日付けで、新たに１名の地域おこし協力隊が就任しましたので、ご紹介します。

新たな地域おこし協力隊が就任しました！新たな地域おこし協力隊が就任しました！

Activity ReportActivity Report

　８月より地域おこし協力隊として委嘱されました小林
久志と申します。リゾート会社にて23年間様々な職務に就
いていた経験を活かし、スポーツ振興にて町の活性化の
お手伝いをさせていただきます。しばらくは町の事を知
ること、町民の皆さまの事を知ることを中心に活動を
行っていきます。今後ともよろしくお願いいたします！

●地域振興員

小　林　久　志 さん 
こ ばやし しひさ

GW（億 kWh）

太陽光 55.8GW（690） 103.5 ～ 117.6GW（1,290 ～ 1,460）

4.2GW（77） 17.9GW（340）

5.7GW（170）

1.5GW（110）

8.0GW（470）

50.7GW（980）

0.6GW（38）

4.5GW（262）

50.0GW（796）

－

陸上風力

洋上風力

地熱

水力

バイオマス

お問い合わせ先　北海道経済産業局電力事業課：011-709-1755

【出展】資源エネルギー庁ホームページ

2019 年度導入量 改正ミックス水準
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く
ら
し
の
伝
言
板余 市 警 察 署 だ よ り 安心・安全を実践しよう！

Ｒ３.7.21 ～Ｒ５.8.31

771日仁木町内での事故発生状況

１件 ２人０人
２件 ３人０人

８月発生件数
Ｒ5年累計

区　分 件数 死者 負傷者

　余市から、古平・積丹へ繋がる続く国道２２９号や、仁木を経由して岩内・倶知安へ繋が
る国道５号は、直線や緩やかなカーブが多く、集中力が落ち、ぼんやりとしたまま運転した
り、眠くなったまま運転してしまいがちです。
　特に、国道２２９号は、過去に対向車線にはみ出す事故も発生しています。
　適度に休憩をとるなどして、運転に集中した安全運転を心がけましょう。

ぼんやり運転に注意！

山岳遭難の防止

闇バイトに注意！
ＳＮＳなどで「叩き」「受け子」などの隠語を使い、短時間
で高収入が得られるという甘い言葉で犯罪の実行犯を募集し、
これら実行犯による強盗や特殊詐欺などが発生しています。応
募することは絶対にやめてください。

●無理のない計画を立て登山計画書を提出しましょう。
　登山技術に応じた山を選ぶなど無理のない計画を立て、登山計画書を作成して、最寄りの警察署に提出しましょう。
●複数人による登山を心がけましょう。
　経験豊富なリーダー等と一緒に登山しましょう。
●万全の装備と余裕ある食料等を準備しましょう。
　登山時の装備不備や食料不足が最悪の事態を招くおそれがあります。十分な装備と、停滞時に備えた食料や燃料等を準備しましょう。
●携帯電話を持ちましょう。
　　万一の遭難に備えましょう。
●気象情報の確認をしましょう。
 　入山前には必ず天気予報を確認しましょう。  途中で天候が悪化した場合は、すぐに引き返すなど安全な登山に努めましょう。

　北海道警察では、皆さまの安心安全な生活を守るため日々努力しておりますが、その実現には、皆さまのご協力
が必要不可欠です。このコラムでは、皆さまに実践していただきたい様々なポイントをご紹介しています。今月は、
ぼんやり運転、山岳遭難及び闇バイトについてお話しします。
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件

　

を
満
た
し
て
）
い
る
こ
と

　

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
、

本
人
又
は
家
族
に
よ
る
年
金

請
求
手
続
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
「
障
害
者
手
帳
の

障
害
等
級
」
と
「
国
民
年
金

厚
生
年
金
保
険
の
障
害
等

級
」
と
で
は
判
断
基
準
が
異

な
る
た
め
、
障
害
者
手
帳
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
（
が
ん

等
の
疾
病
に
起
因
す
る
障
がま

ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

●
佐
々
木
シ
ズ
子
さ
ん
（
95
歳
／
西　

町
）

　

勝
岡　

武
夫
さ
ん　
（
79
歳
／
南　

町
）

戸
籍
の
窓

●
仁
木
町
農
業
委
員
会
事
務
局
人
事（
９
月
１
日
付
け
）

▼
事
務
局
長
事
務
取
扱（
副
町
長
）林
幸
治

仁
木
町
人
事

秋の全国交通安全運動実施！ ９月21日㈭～30日㈯の10日間

●ドライバーの皆さんへ
　夕方から夜間にかけて、歩行者や自転車の見落としなどによる交通事
故を防ぐために、対向車や前車がいない時は、ライトをハイビームに切
替えましょう。特に、右から横断してくる歩行者に注意しましょう。
　運転する前に、同乗者全員がシートベルトとチャイルドシートを正し
く着用しているか確認しましょう。
●歩行者の皆さんへ
　横断前に左右をよく確認しましょう。外出する時は、白っぽい服装や
反射材を身に付けましょう。
　飲酒運転は悪質な犯罪です。「飲酒運転をしない、させない、許さな
い」を徹底し、二日酔い運転を含めた飲酒運転を根絶しましょう。

９月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」です！

秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間

　

毎
年
９
月
に
な
る
と
、
秋
さ
け
の
密
漁
が

後
を
絶
た
ず
、
取
締
機
関
に
よ
る
密
漁
者
の

検
挙
も
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
北
海
道
で
は
９
月
１
日
〜
10

月
31
日
ま
で
を
「
秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
」

と
し
て
、
密
漁
の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
取
締
機
関
や
民
間

団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
や
指
導
取
締
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秋
さ
け
資
源
の
保
護
と
密
漁
の
撲
滅
に
向

け
た
取
組
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

け
ん   

き
ょ

石
綿
含
有
に
関
す
る
事
前
調
査
は
、
「
建
築

物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
」
等
が
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

石
綿
障
害
予
防
規
則
に
よ
り
、
工
事
の
規

模
に
関
わ
ら
ず
、
公
示
対
象
と
な
る
全
て
の

範
囲
に
つ
い
て
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
か
事

前
に
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

「
石
綿
障
害
予
防
対
策
に
つ
い
て
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
、
防
衛
大
学

校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
を
募
集
し
ま

す
。な

お
、
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補

生
の
採
用
年
齢
が
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

当
事
務
所
で
は
、
説
明
会
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地
域
事
務
所

　

０
１
３
４
（
２
２
）
５
５
２
１

平
和
を
守
る
、
力
に
な
る
。

各
種
自
衛
官
募
集

密
漁
者
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
余
市
警
察
署

や
後
志
総
合
振
興
局
水
産
課
、
余
市
郡
漁
業

協
同
組
合
に
連
絡
す
る
な
ど
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

余
市
警
察
署

　
（
２
２
）
０
１
１
０

後
志
総
合
振
興
局

産
業
振
興
部
水
産
課
漁
業
管
理
係

０
１
３
６
（
２
３
）
１
３
９
４

余
市
郡
漁
業
協
同
組
合

　
（
２
３
）
２
１
３
１

　

町
で
は
、
町
内
在
住
55
年
以
上
、
か
つ
88

歳
以
上
の
永
年
在
住
者
の
皆
さ
ま
へ
、
仁
木

町
表
彰
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
賞
状
と
記

念
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
受
賞

さ
れ
た
方
は
次
の
方
で
す
。

仁
木
町
公
益
貢
献
賞

　

永
年
の
ご
功

労
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
心

よ
り
お
祝
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

加藤　浪子 様
（88 歳／尾根内）

　

令
和
５
年
10
月
１
日
着
工
の
工
事
か
ら
、

北
海
道
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

建
築
物
の
解
体
・
改
修
等
を
行
う

施
工
業
者
・
発
注
者
の
皆
さ
ま
へ

ご
誕
生
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

南
町
の
板
谷
貴
史
さ
ん
宅
に
３
人
目
の
お

子
さ
ん
、
奏
輝
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
、
『
仁
木

町
出
産
祝
金
支
給
要
綱
』
に
基
づ
き
、
出
産

祝
金
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

板
谷
さ
ん
、
新
し
い
ご
家
族
の
誕
生
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う　

き
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写真は、８月19日に行
われた「仁木フルーツ
＆ワインマラニック
2023」の様子。
当日は町内外から約300
名の方が集まり、参加
者の方々は自然豊かな
景色を楽しみながら、
コースを自分のペース
で走ったり歩いたりし
ていたほか、各エイド
ステーションで提供さ
れるワインやジュース
果物、野菜等を美味し
そうに口にされていま
した。
詳しくは、10月号で特
集します。（撮影場所
／仁木地区）今月の表紙 ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

　
広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季
を

切
り
取
っ
た
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
だ

け
で
な
く
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

　『
と
っ
て
お
き
の
仁

木
町
』
の
写
真
を
、

ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
応
募
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

●広報『仁木』９月号発行　 総務課　 32-2511

●スッキリ運動教室（前期）　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　
　第３部：13:30～14:30　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

●広報『仁木』10月号発行　 総務課　 32-2511

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問い合わせは　      　   住民環境課 　 32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問い合わせは　      福　祉　課　  32-2514
●その他、行政に関するお問い合わせは　　　　　    　  総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください。

14㊍

27㊌

12㊍

13㊎

  3 ㊋

11㊌

19㊋

20㊌

25㊊

26㊋

22㊎

  2 ㊊

10㊋

15㊎

29㊎

  4 ㊌

  5 ㊍

  6 ㊎

18㊊

23㊏

24㊐

28㊍

21㊍

10
月

●令和５年10月●令和５年９月

  1 ㊐

 8 ㊐

 9 ㊊

  7 ㊏

17㊐

16㊏

30㊏
日日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

●運転免許更新時講習  違反・初回講習（合同実施） ／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

敬老の日 スポーツの日

秋分の日

●第５回仁木町やすらぎ大学「手芸を楽しむ」　町民センター／9:00～　 教育委員会　 32-3621 ※対象者のみ

　わたなべ内科医院　 22-3989

14㊏

15㊐

９
月

９
月

●第４回ブックスタート事業  　保健センター／14:00～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●リハCaféニキボーⓇ（尾根内地区）　尾根内会館／13:00～15:00　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●第３回仁木町農業委員会総会　  委員会室／11:00～ 

●リハCaféニキボーⓇ（銀山地区）　銀山生活改善センター／13:00～15:00　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●子ども体験塾第４回講座「ものづくり体験教室」　町民センター／10:00～　 教育委員会　 32-3621※対象者のみ

●仁木町営住宅入居者募集申込開始日　 建設課　 32-2516（10/5まで）

　北郷耳鼻咽喉科医院　 23-5533

　勝田内科皮フ科クリニック　 22-3843　田中内科医院　 22-6125

　関組　 22-4782

　高橋配管設備　 22-5571

　堀川管工設備工業　 23-3032

　山地設備　 090-3118-4433

●防災行政無線戸別受信機試験放送／①12:30・②18:30　 企画課　 32-3953

●防災行政無線戸別受信機試験放送／①12:30・②18:30　 企画課　 32-3953

●地域防災訓練　 大江・然別地区　 企画課　 32-3953

　藤田設備　 080-3268-0706

　長内水道配管　 32-2105

　長内水道配管　 32-2105

●スッキリ運動教室（後期）　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　
　第３部：13:30～14:30　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～　優良講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

　Niki配管設備　 32-2647

　黒川町整形外科クリニック　 22-2447

　よいち整形外科クリニック　 48-5000

　脳神経外科よいち汐風クリニック　 21-5566
　北悠建設　 32-3101

●対がん健診（無料バス健診）　 対がん協会／7:00～ 　福祉課     32-2514　※予約制

●リハCaféニキボーⓇ（大江地区）　大江コミュニティセンター／13:00～15:00　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●１歳・1.6歳・３歳児健診、歯科健診  　保健センター／13:00～　 福祉課　 32-2514  ※対象者のみ

●無料法律相談　 余市中央公民館／13:00～16:00　 総務課　 32-2511  ※予約制

●無料あんしん法律相談　 保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●仁木フルーツの里キッチン友の会料理教室　 保健センター／10:00～　 福祉課　 32-2514

●仁木町営住宅入居者募集申込締切日　 建設課　 32-2516

　藤田設備　 080-3268-0706

●無料あんしん法律相談　 保健センター／15:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●離乳食教室　保健センター／10:00～　 福祉課　 32-2514 ※対象者のみ
●リハCaféニキボーⓇ（仁木地区）　町民センター／13:00～15:00　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

　関組　 22-4782

　Niki配管設備　 32-2647

　中島内科　 22-3866

日日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4




